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開催趣旨 

 

今やわが国の産業経済はますますアジアとの一体化を進め、国内物流と国際物流をシー

ムレスに結合し・情報を連動させることが喫緊の課題となっています。しかしまだ課題は

多く、国境を越えた「アジアの物流・サプライチェーンのシームレス化／見える化」はい

まや、国家的課題として政府・民間の取り組む共通テーマとなっています。 

本フォーラムはこれら産業界・政府の動きと連携して現状と課題を改めて浮き彫りにし、

解決に向けた方策を探るため、約30年にわたり「アジア善隣物流」の推進を掲げ、アジア

各国との物流技術交流を推進してきた流通研究社／月刊マテリアルフローが企画立案し、

2012年に開始したものです。 

第6回となる今回は、さらに新企画を追加し、一層の内容充実と規模拡大を図りました。

これによって「アジア・シームレス物流」のメインテーマ、標準化／見える化で強靭化／

安全・環境保全＋アジア進出支援、というサブテーマに係わる製配販各層の企業・団体の

皆様、ならびに関連技術・製品・システム・サービスのサプライヤーの皆様にたいし、他

にない情報交流・発信の機会をご提供できたのではないかと存じます。本フォーラムがわ

ずかでもオールジャパン体制による「アジア善隣物流」の前進に資することを、願ってお

ります。 

 

開催概要 

◆日 時／2017 年 5 月 18 日(木) ・19 日(金)10:00～17:00 

◆主 催／一般社団法人 日本マテリアルフロー研究センター（JMFI） 

◆企画運営／株式会社 流通研究社／月刊「MATERIAL FLOW」 

アジア・シームレス物流フォーラム事務局 

◆会 場／東京流通センター（TRC）第2展示場E・Fホール（1・2F） 

[大田区平和島6-1-1] 

◆協   賛 

 (一社)日本パレット協会／(株)日本海事新聞社，(株)海事プレス社 
 

◆後   援  

国土交通省／経済産業省／在東京タイ王国大使館／駐日ベトナム社会主義共和国大使館／(独法)日本貿易振

興機構(JETRO)／(独法)国際協力機構(JICA)／(一社)日本経済団体連合会／(一財)日本規格協会／(一財)流

通システム開発センター／(公社)日本通信販売協会／日本スーパーマーケット協会／(一社)日本アパレル・

ファッション産業協会／(一社)日本物流団体連合会／(一社)日本医療機器ネットワーク協会／(一社)日本加

工食品卸協会／(一社)国際フレイトフォワーダーズ協会／(公社)日本包装技術協会／(一社)日本3PL 協会／

(一社)日本産業車両協会／日本インダストリアル・エンジニアリング協会／(一社)日本自動認識システム協

会／(一社)日本物流システム機器協会／中国機械工程学会，中国倉庫協会，中国物流購買連合会／韓国コン

テナ・パレット協会，韓国物流研究院 

 

◆なお次回は２０１８年５月１７日(木）･１８日(金）に東京流通センターにて 

開催する予定です。 

開催企画書が出来上がり次第、皆さまにご案内ささせていただきます。 

 引き続き皆様方のご支援を心よりお願い申し上げます。 
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ご挨拶 

 

このたびは、「アジア・シームレス物流フォーラム 2017」に多大なるご協力・ご出展を賜りまして、

まことに有り難うございました。開催結果をまとめた報告書を作成致しましたので、ここにお送り申し上

げます。 

本フォーラムはご案内の通り、わが国経済がアジア各国とますます不可分に結びつくなか、よりス

ムーズな「シームレス物流」を実現することが産業界の喫緊課題になっている機会をとらえ、わが国

で初めてこのテーマを掲げて開催するイベントとして、2012 年に第 1回を開催致しました。 

昨年の 5回目までの結果を踏まえ、第 6回となる今回は（一社）日本マテリアルフロー研究センタ

ーの主催、(株)流通研究社の企画・運営という新体制のもと、さらなる内容の拡充を図り、引き続き

わが国製配販の代表企業・団体から委員を迎えた「企画・実行委員会」を設置して皆様のお声を頂

きつつ、セッション・セミナーの企画を見直しました。 

その結果、国土交通省・経済産業省の両省から初の後援を頂戴でき、JETRO、JICA両団体ほか、

シームレス物流に挑む製配販・物流・ICT 分野のわが国代表企業・団体から講師を招き、24 セッシ

ョンのセミナーとパネルディスカッションをさらに充実させました。そして何よりも皆様、出展企業各社

よりご支援を頂き充実した展示コーナーを設置できたことにより、今回は昨年をさらに約 1,000 名上

回る 10,765 名の来場者を迎え、盛会裡に幕を閉じることができました。 

今回は、皆様にご参列いただきました初日の開会式に国土交通省の重田雅史物流審議官ほか

の皆様を来賓にお迎えし、さらに同日のレセプションにはタイ王国大使館工業部よりバウォン・サッタ

ヤウティポン公使参事官にご参加いただき、祝辞を頂戴することができました。 

皆様方のお力添えに、改めまして心より感謝申し上げます。 

 

なお事務局では、皆様のご評価・ご要望を承り、次回は2018年 5月17日（木）・18日（金）の 2

日間、今回と同じ東京流通センターにて開催させて頂く予定としております。今後の企画についての

ご意見等ございましたら、ぜひ事務局までお寄せ下さい。 

どうか今後も「アジア善隣物流で日本とアジアの競争力向上へ！」の大目的実現のため、皆様方

の絶大なるご支援・ご鞭撻を承りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 5月吉日 

一般社団法人 日本マテリアルフロー研究センター / 株式会社流通研究社 

アジア・シームレス物流フォーラム 2017 事務局統括 

菊田一郎 
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会場小間割図 
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アジア・シームレス物流フォーラム 2017 来場者数 

 天候 来場者数 

5 月 18 日（木） 晴れのち雨 ５，９５７名 

5 月 19 日（金） 晴れ ４，８０８名 

合計来場者数 １０，７65 名 

 

●総来場者数推移 

 

●業種別来場者集計結果 
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アジア・シームレス物流フォーラム 2017 の来場者分類 
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●セミナー受講者アンケート 

 参考になった 普通 あまり参考にならなかった 

全体 ８1．８％ １７．２％ １．０％ 

5 月 18日 A会場(A･B･C) ８１．４％ １８．６％  ０％ 

5 月 18日 B会場(D･E･F) ７９．２％ １９．２％ １．６％ 

5 月 18日 C会場(G･H･I) ８４．８％ １２．５％ ２．７％ 

5 月 18日 D会場(J･K･L) ８３．２％ １５．９％ ０．９％ 

5 月 19日 A会場(M･N･O) ８３．３％ １５．６％ １．１％ 

5 月 19日 B会場(P･Q･R) ７８．３％ ２１．７％   ０％ 

5 月 19日 C会場(S･T･U) ８４．６％ １４．４％ １．０％ 

5 月 19日 D会場(V･W･X) ８１．０％ １８．３％ ０．７％ 

 

●セミナーコメント 

セッション A 

・新たな総合物流施策大網など政策の具体例を確認でき、経営に活かすなど情報として参考になった。 

・背景から目的までよく整理されていた。 

・アジアのコールドチェーン物流について知らないことを学べた。 

セッション B 

・鉄道輸送の状況、モーダルシフトの可能性がよく分かった。 

・ASEAN 地域の企業動向はシームレスの事例として興味深かった／ＡＳＥＡＮの現状が理解できた。 

セッション C 

・資料が中国語のものは、あまり理解できなかった。 

・海外に向けてのコールドチェーンの現状と日本発の標準化への取り組みをわかりやすく説明いただけた／日本発の認

証に驚き／声が小さく聞こえなかった／時間が短く内容が十分分からなかった。 

セッション D 

・コンテナのサイズ変更、折り畳みの発想はおもしろい。内容も興味深く、素晴らしい講演だった。 

・中国の小売や物流状況、国際輸送の今後のビジョンが分かった／一帯一路のコンセプトや日中との今後の課題が聞け

て良かった／プロジェクターが暗くよく見えなかったシートがあった。 

セッション E 

・タイでは個人レベルの底あげが高いことが理解できた／今後の事業展開上、有益な話だった。 

・国際間だけでなくローカルでもパレットレンタルサービスを提供していることが分かった 

・企業内の物流改善事例を知る機会となった、取り組み事例が非常に参考になった。 

セッション F 

・ベトナムの保税、国内流通、部材輸入でも利用できる可能性が分かった／役立つ場面が将来ありそう／ベトナムのマ

クロ的な現状を理解できた／最後は大使館説明と重複する部分が多かった。新しい情報が少ない。 

セッション G 

・今後、システム化による業務の効率化、ミス削減の検討の必要性を感じた。 

・業務拡大のためには、細かな点へのアプローチが必要なことが理解できた。 

・マツモトキヨシ経営陣の生の話が聞けて良かった。 

セッション H 

・フォークリフト調達担当として参考になった。 

・パネルディスカッションでは現実的な話や、中小企業の導入についての話も聞けて参考になった／ティーチングレス技

術、設備立ち上げの時間短縮、学習するマテハンロボットの実態など勉強ができた。 

セッション I 

・紹介された拠点をぜひ見学したいと思った。 

・RF タグの読み取りの苦労したところが参考になった。 

・オムニチャネルの実現に向けたインフラが理解できた。 

セッション J 

・サプライチェーンの概念の整理が出来た、自社でも活用したいサービス／経営に資する SCM のポジションが分かった

／モデル化の説明のイメージ、コンサルファームの説明は非常に有益だった。 

・時間が短い／会社概要がメインとなり、肝心のサプライチェーンの内容をもっと聞きたかった。 

セッション K 

・中国の EC の実態がよく理解できた／現場の写真、事例、数値が多く大変参考になった。 

・越境 EC のトータルソリューションへの取り組みを理解できた。 
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・席の配置に工夫を。人の頭の影で映像に見えない部分があった。 

セッション L 

・物流を担う女性目線の意見が新鮮／女性の働き方について、同じ物流業界で活躍する女性の話を聞けた／立場の

違う視点が勉強になった／女性で活躍されている方がどのように働かれているか分かった／外の音で音声が聞きづら

かった／女性の生の声が聴けたが自己紹介が長すぎたかも。 

セッション M 

・ASEAN 物流コスト調査に対する日本政府の取り組みがよく理解できた。 

・ミルクラン、CRU の取り組みなど国単位で具体的な取り組みを分かりやすく説明して頂けた／自動車関連の情報が参

考になった／もう少し時間があってもよかった／ＩＴの活用についても知りたい。 

セッション N 

・中小企業の海外展開への政策の取り組みについてよく理解できた。 

・ASEAN の動向がよく分かった／多少の具体例があったが、もっと実感のある話を聞きたい。 

・時間が足りず、ポイントが不明確であった。 

セッション O 

・初めの配布資料のない講演は、ついていきにくかった、やはり手元に資料がほしい。 

・普段知ることが難しいオリンピック関連の物流について学べた／具体例が多くメッセージが明確で、日本に誇りをもてた

／説明が丁寧だった／隣の会場の音がうるさくよく聞こえなかった。 

セッション P 

・フィリピンの実態がよく分かった／事業展開を考えているので、様々な基礎知識が取得できた。 

・アジア域内の海運コンテナ輸送の進歩が理解できた。 

・インドでのモーダルシフトが近い将来検討可能であることが分かった。 

セッション Q 

・インドネシアでの物流、コンテナ物流での認証が参考になった。 

・アジア域内に子会社が多く、海上輸送を多く扱うため参考になった。 

・マレーシアの実情が理解できたが、もう少し詳しく聞きたかった。 

セッション R 

・グローバルサプライチェーンの取り組みが理解できた。 

・短い時間でまとまった内容だった／他企業の取り組みを聞け、非常に有意義だった。 

・見える化に対してのコスト限界値という考えはとても参考になった。実情に既した話を伺えた。 

セッション S 

・動画を使用しての説明が、現場や業界での取り組みを含め、分かりやすく聞けた。 

・現在の中国での物流の取り組みの実情が知られた。 

・IoT 技術を活用した事例紹介がよかった。 

セッション T 

・レンタルビジネスにおける RFID での個体管理の必要性、生産性向上など有効性が理解できた。 

・AI パネルディスカッションは、なかなか聞けない先端の話や、「カンブリア爆発」は実に興味を感じた／トライにエラーは

つきものと勇気づけられた／もう少し技術的な内容も知りたかった。 

セッション U 

・今話題のビッグデータについてよく理解できた。 

・東南アジアの配送の現状や、物流環境全体における問題がわかった。 

・コンビニのタグ 1000 億枚宣言の実態を学べた／30 分では時間が短すぎるように感じた。 

セッション V 

・4PL のキーワードと実例にもとづく説明は大変勉強に／サプライチェーン可視化は大いに関心あり。 

・パレット、荷姿統一化が輸送効率化ツールとして重要であることが改めて分かった。 

・ビジョンは理想論では？ コストの部分を誰が負担するか、または国の協力が必要。 

セッション W 

・東南アジアの状況がわかりやすくプレゼンされた／SCM、４PL の具体的取り組みを学べた。 

・話が分かりやすく、興味深い内容だった。 

・AI/IoT を活用したインドのコンテナ物流可視化の実際例は参考になった。未来像にも期待する。 

セッション X 

・環境の変化に対応するシェアリングエコノミー、シェアリングロジの重要性を痛感した。 

・具体的な話が多く、IoT の利用、空間・情報のシェアが主役になる時代が来ることを感じられた。 

・次世代／未来の物流について理解を深めた／現実的でない気も？／先生の話が面白くためになった。 
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会場風景 
    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外視察団➡ 
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展示ブース出展会社一覧（五十音順、敬称略） 

 

 

 

 

 

展示規模：96 社、10 団体、179 小間 
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＜アジア・シームレス物流フォーラム 2017 企画・実行委員会＞ 

＊順不同・敬称略（肩書は 2017 年 5 月現在） 

 

  

 [共同議長] (株)ニトリホールディングス 上席執行役員（㈱ホームロジスティクス 代表取締役社長）   松浦  学 

 [共同議長] 日本通運(株) 事業開発部長 お客様相談センター所長              井口 博実 

・イオングローバルＳＣＭ(株) 取締役 経営管理本部長       太田  年和 

・(株)イトーヨーカ堂 物流企画開発部 総括マネジャー                 松浦  敦 

・(株)日本アクセス 常務執行役員 ロジスティクス部門管掌 兼西日本営業部門ロジスティクス統括      宇佐美文俊 

・味の素(株) 物流企画部長             堀尾  仁 

・日産自動車(株) SCM 本部 部品物流エンジニアリング部 部長       三上 佳男 

・(株)東芝  執行役上席常務付（ロジスティクス担当）       正木 裕二 

・キヤノン(株) ロジスティクス統括センター 上席       福森 恭一 

・日本貨物鉄道(株) 取締役兼執行役員 営業統括部長       真貝 康一 

・三井倉庫ロジスティクス(株) 執行役員 SCM 営業本部長       杉浦 宜修 

・ヤマトロジスティクス(株) 代表取締役社長        本間 耕司 

・山九(株)ロジスティクス・ソリューション事業本部 企画部 部長       中原敬一郎 

・センコー(株) 物流経営研究所 所長                   藤原 正邦 

・SGH グローバル・ジャパン(株) 代表取締役        正代  誠 

・(株)セイノー情報サービス 常務取締役 第二営業部長 兼 東京支店支店長       松本 充博 

・エムエスシージャパン 社長          甲斐 督英 

・郵船ロジスティクス(株) 執行役員              川島 利夫 

・(株)日立物流 ロジスティクスソリューション開発本部 副本部長      福神健字郎                                                   

・三菱商事(株) 新産業金融事業グループ 物流事業本部 成長戦略・新規事業開発担当      本田 隆一 

・日通商事(株) 取締役 執行役員 情報システム部、経営企画部担当      宿谷  肇 

・(株)山善 上級執行役員 最高情報責任者（CIO) 経営企画本部長 兼 生産財戦略統括部長    合志 健治 

・日本アイ・ビー・エム(株) インダストリー営業統括 流通営業本部担当執行役員      伊藤  昇 

・(株)NTT データ 第一公共事業本部第二公共事業部 営業部 貿易物流ソリューション担当 部長    佐野 直人 

・伊藤忠テクノソリューションズ(株) 情報通信事業企画室 クラウドサービス営業部 主任     長谷川真一 

・(株)ダイフク 取締役 常務執行役員 FA&DA 事業部門長               下代   博 

・(株)豊田自動織機 トヨタ L&F カンパニー 国内営業部 部長       小倉  崇 

・日本パレットレンタル(株) 取締役 海外営業部管掌 兼 営業企画部管掌      岡部 利文 

・三甲(株) 専務取締役 営業本部長             赤星慎一郎 

・独立行政法人 日本貿易振興機構(JETRO) 総括審議役（途上国ビジネス開発担当）      吉村佐知子 

・(一社)日本経済団体連合会 産業政策本部長          上田 正尚 

・(一社)日本物流団体連合会 理事 事務局長        村上 敏夫 

・(一社)日本アパレル・ファッション産業協会 事務局長       遠藤 孝顕 

・(一財)流通システム開発センター 常務理事         濱野 径雄 

・物流標準化懇話会 代表理事          福本 博二 

＜オブザーバー＞国土交通省 物流審議官部門 国際物流課長       町田 倫代 

＜オブザーバー＞経済産業省 商務流通保安グループ 流通政策課兼物流企画室  室長補佐        勝尾 嘉仁 

＜オブザーバー＞独立行政法人 国際協力機構(JICA) 東南アジア・大洋州部 計画・ASEAN 連携課   丸山 英朗 
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